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仕  様  書（１） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県農業試験場 

            和歌山県紀の川市貴志川町高尾１６０ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無  

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 無 

                         ②常用太陽光発電装置 有 

                                 （ア）電池容量・ユニット数 １０ｋＷ×１基 

                                  （イ）用  途       自家用 

                                  （ウ）定格電圧       ２２０Ｖ 

                                  （エ）系統連系の有無    有 

                                  （オ）アンシラリーサービス料対象容量 ０ｋＷ 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ５２ｋｗ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  １６７，１６６ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                           （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 １２，６８６  

令和 ６年 １１月分 １２，５８９  

令和 ６年 １２月分 １２，７３８  

令和 ７年 １月分 １３，２６１  
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令和 ７年 ２月分 １４，１２７  

令和 ７年 ３月分 １３，５１５  

令和 ７年 ４月分 １３，４２１  

令和 ７年 ５月分 １２，９９８  

令和 ７年 ６月分 １４，２９４  

令和 ７年 ７月分 １５，３１６  

令和 ７年 ８月分 １７，０１８  

令和 ７年 ９月分 １５，２０３  

合  計 １６７，１６６  

 

３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針  

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点                

   和歌山県農業試験場構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点   

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中９６％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備を有していない。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五 

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１％とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨 

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

 ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般電

気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１日

実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（２） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県農業試験場暖地園芸センター 

            和歌山県御坊市塩屋町南塩屋７２４ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 無 

                         ②常用太陽光発電装置 無 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ６０ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  １２７，３６２ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                         （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 ８，９４７  

令和 ６年 １１月分 ８，６３９  

令和 ６年 １２月分 ９，９４０  

令和 ７年 １月分 １０，１０７  

令和 ７年 ２月分 １１，２３９  

令和 ７年 ３月分 ９，９４４  

令和 ７年 ４月分 ９，８６１  

令和 ７年 ５月分 ９，０８２  

令和 ７年 ６月分 １０，３２９  
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令和 ７年 ７月分 １０，４５５  

令和 ７年 ８月分 １４，６２５  

令和 ７年 ９月分 １４，１９４  

合  計 １２７，３６２  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針 

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点               

   和歌山県農業試験場暖地園芸センター構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点   

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中１００％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備を有していない。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１％とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨 

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

  ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般

電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１

日実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（３） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県果樹試験場 

            和歌山県有田郡有田川町奥７５１－１ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 無 

           ②常用太陽光発電装置 無 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ７５ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  １１９，６８４ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                             （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 １０，３９２  

令和 ６年 １１月分 ７，６３１  

令和 ６年 １２月分 ８，０９９  

令和 ７年 １月分 ９，１４４  

令和 ７年 ２月分 ９，２７０  

令和 ７年 ３月分 ８，７７５  

令和 ７年 ４月分 ８，４２５  

令和 ７年 ５月分 ８，５８３  

令和 ７年 ６月分 １０，２８４  

令和 ７年 ７月分 １１，９６０  

令和 ７年 ８月分 １５，６３０  
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令和 ７年 ９月分 １１，４９１  

合  計 １１９，６８４  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針   

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点               

   果樹試験場構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点   

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

     需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、自動力率調整装置を設置し、契約期間中９４％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備を有していない。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１％とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨 

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

  ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般

電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１

日実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（４） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県果樹試験場かき・もも研究所 

            和歌山県紀の川市粉河３３３６ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 無 

 ②常用太陽光発電装置 無 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ４９ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  ５５，２９８ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                        （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 ５，８３１  

令和 ６年 １１月分 ４，８２３  

令和 ６年 １２月分 ４，１８６  

令和 ７年 １月分 ３，５３９  

令和 ７年 ２月分 ３，７３１  

令和 ７年 ３月分 ３，４５２  

令和 ７年 ４月分 ４，０２６  

令和 ７年 ５月分 ３，８０４  

令和 ７年 ６月分 ３，９５８  
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令和 ７年 ７月分 ４，８７６  

令和 ７年 ８月分 ６，５３８  

令和 ７年 ９月分 ６，５３４  

合  計 ５５，２９８  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針   

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点                

   和歌山県農業試験場かき・もも研究所構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点   

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中１００％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備を有していない。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五 

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１％とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨 

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

  ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般

電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１

日実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（５） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県果樹試験場うめ研究所 

            和歌山県日高郡みなべ町東本庄１４１６－７ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備   無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 無 

                         ②常用太陽光発電装置 無 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ６３ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  １１５，４４９ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                                  （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 １０，６７６  

令和 ６年 １１月分 ８，２６９  

令和 ６年 １２月分 ８，３３８  

令和 ７年 １月分 ９，５７９  

令和 ７年 ２月分 ９，４４６  

令和 ７年 ３月分 ６，６９３  

令和 ７年 ４月分 ７，３８２  

令和 ７年 ５月分 ７，４８８  

令和 ７年 ６月分 ９，０５２  

令和 ７年 ７月分 １１，６５０  

令和 ７年 ８月分 １３，７１３  
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令和 ７年 ９月分 １３，１６３  

合  計 １１５，４４９  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針   

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点                

   和歌山県果樹試験場うめ研究所構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点  

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点           

   需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中１００％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備を有していない。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１%とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般電

気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１日

実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（６） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県畜産試験場 

            和歌山県西牟婁郡すさみ町見老津１ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 無 

                         ②常用太陽光発電装置 無 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力   ３８ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  １３１，００４ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                               （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 １１，４０５  

令和 ６年 １１月分 １２，３６２  

令和 ６年 １２月分 １０，６９９  

令和 ７年 １月分 １０，２８２  

令和 ７年 ２月分 １１，１５５  

令和 ７年 ３月分 １０，４８３  

令和 ７年 ４月分 ９，２９８  

令和 ７年 ５月分 １０，０６６  

令和 ７年 ６月分 １０，９５３  

令和 ７年 ７月分 １０，９６６  

令和 ７年 ８月分 １１，９８３  
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令和 ７年 ９月分 １１，３５２  

合  計 １３１，００４  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針   

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点                

   和歌山県畜産試験場構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点   

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中１００％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備を有していない。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１%とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般電

気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１日

実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（７） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県畜産試験場養鶏研究所 

            和歌山県日高郡日高川町船津１０９０－１ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備          ①非常用自家発電装置 有 

                                  （ア）定格出力    ６５ｋＶＡ 

                                  （イ）台  数    １台 

                                  （ウ）用  途    非常用 

                                  （エ）定格電圧    ２２０Ｖ 

                                  （オ）系統連系の有無 無 

                                  （カ）アンシラリーサービス料対象容量   ０ｋＷ 

                               ②常用太陽光発電装置 無 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ２１ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  ４４，０９７ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                          （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 ３，８３９  

令和 ６年 １１月分 ３，３６０  

令和 ６年 １２月分 ３，３７１  

令和 ７年 １月分 ３，８６７  
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令和 ７年 ２月分 ３，４７７  

令和 ７年 ３月分 ３，２１０  

令和 ７年 ４月分 ３，３６０  

令和 ７年 ５月分 ３，１１６  

令和 ７年 ６月分 ３，３３８  

令和 ７年 ７月分 ３，３５７  

令和 ７年 ８月分 ４，９０７  

令和 ７年 ９月分 ４，８９５  

合  計 ４４，０９７  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針   

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点                

   和歌山県畜産試験場養鶏研究所構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点  

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中１００％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備６５ｋＶＡ×１台を有している。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１%とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨 

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

  ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般

電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１

日実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（８） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県林業試験場 

          和歌山県西牟婁郡上富田町生馬１５０４－１ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 無 

                         ②常用太陽光発電装置 有 

                            （ア）電池容量・ユニット数 １０ｋＷ×１基 

                            （イ）用  途    自家用 

                            （ウ）定格電圧    ２００Ｖ 

                               （エ）系統連系の有無 有 

                               （オ）アンシラリーサービス料対象容量   ０ｋＷ 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ４８ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  ７３，６３７ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                       （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 ７，０３７  

令和 ６年 １１月分 ５，４８０  

令和 ６年 １２月分 ６，３６８  

令和 ７年 １月分 ５，５６４  
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令和 ７年 ２月分 ５，８６９  

令和 ７年 ３月分 ４，８８１  

令和 ７年 ４月分 ５，３５４  

令和 ７年 ５月分 ４，７７２  

令和 ７年 ６月分 ５，５５５  

令和 ７年 ７月分 ６，５４６  

令和 ７年 ８月分 ８，２５９  

令和 ７年 ９月分 ７，９５２  

合  計 ７３，６３７  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分  

 ４ 電力量等の検針   

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点                

   和歌山県林業試験場構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点  

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他   

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中１００％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備を有していない。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１%とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

  ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般

電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１

日実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（９） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県水産試験場 

            和歌山県東牟婁郡串本町串本１５５７－２０ 

 ３ 業種及び用途   官公署（事務所） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 有 

                           （ア）定格出力    １２５ｋＶＡ 

                           （イ）台  数    １台 

                           （ウ）用  途    非常用 

                           （エ）定格電圧    ２２０Ｖ 

                           （オ）系統連系の有無 無 

                           （カ）アンシラリーサービス料対象容量   ０ｋＷ 

                        ②常用太陽光発電装置 有 

                           （ア）電池容量・ユニット数 １０ｋＷ×１基 

                           （イ）用  途    常用 

                           （ウ）定格電圧    ２００Ｖ 

                           （エ）系統連系の有無 有 

                           （オ）アンシラリーサービス料対象容量   ０ｋＷ 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  １５３ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量  ３８８，９７３ｋＷｈ 

     令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 
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月別予定調達電力量 

                                                   （単位：ｋＷｈ） 

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 ３３，６７３  

令和 ６年 １１月分 ２６，６３２  

令和 ６年 １２月分 ２９，１５３  

令和 ７年 １月分 ３２，３３４  

令和 ７年 ２月分 ２８，５７８  

令和 ７年 ３月分 ２６，６４４  

令和 ７年 ４月分 ３６，４２４  

令和 ７年 ５月分 ３２，３７７  

令和 ７年 ６月分 ３２，０８０  

令和 ７年 ７月分 ３６，７６１  

令和 ７年 ８月分 ３９，９７４  

令和 ７年 ９月分 ３４，３４３  

合  計 ３８８，９７３  

 

３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針   

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点                

   和歌山県水産試験場構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点  

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中９４％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備１２５ｋＶＡ×１台を有している。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１%とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨

てる。 
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 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

  ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般

電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１

日実施）を契約終了日まで用いること。 
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仕  様  書（１０） 

Ⅰ 概要 

 １ 年度及び名称   令和６年度及び令和７年度和歌山県試験研究機関電力調達 

 ２ 需要場所     和歌山県水産試験場内水面試験地 

             和歌山県紀の川市桃山町調月３２－３ 

 ３ 業種及び用途   官公署（養殖場） 

 

Ⅱ 仕 様 

 １ 供給電気方式、供給電圧（標準電圧）、計量電圧（標準電圧）、標準周波数、供給方式、蓄熱

式負荷設備、発電設備等 

（１）供給電気方式      交流３相３線式 

（２）供給電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（３）計量電圧（標準電圧）  ６，０００Ｖ 

（４）標準周波数       ６０Ｈｚ 

（５）供給方式        １回線受電 

（６）蓄熱式負荷設備     無 

（７）発電設備    ①非常用自家発電装置 有 

                           （ア）定格出力    ２２５ｋＶＡ 

                           （イ）台  数    １台 

                           （ウ）用  途    非常用 

                           （エ）定格電圧    ２２０Ｖ 

                           （オ）系統連系の有無 無 

                           （カ）アンシラリーサービス料対象容量   ０ｋＷ 

                        ②常用太陽光発電装置 無 

 ２ 予定契約電力及び予定調達電力量 

（１）予定契約電力  ４７ｋＷ 

    契約電力とは、契約上使用できる電気の最大電力をいい、３０分最大需要電力計により計測

し、算定される値が原則としてこれを超えないものとする。各月の契約電力は、その１か月の

最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうち、いずれか大きい値とする。 

（２）予定調達電力量 １３５，７１８ｋＷｈ 

    令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分までの電力量見込み月

別の予定調達電力量は、次のとおり 

 

月別予定調達電力量 

                                               （単位：ｋＷｈ） 

  

年  月 予定調達電力量 

令和 ６年 １０月分 ８，６７３  

令和 ６年 １１月分 ３，５２３  
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令和 ６年 １２月分 ４，０２１  

令和 ７年 １月分 ７，１６１  

令和 ７年 ２月分 １５，９６９  

令和 ７年 ３月分 １９，６０２  

令和 ７年 ４月分 １９，９３６  

令和 ７年 ５月分 １４，５１１  

令和 ７年 ６月分 １２，６８０  

令和 ７年 ７月分 ９，７３７  

令和 ７年 ８月分 １０，１４３  

令和 ７年 ９月分 ９，７６２  

合  計 １３５，７１８  

 

 ３ 契約期間 

   自 令和６年１０月１日０時００分 ～ 令和７年９月３０日２４時００分 

 ４ 電力量等の検針    

   自動検針装置     有 

   電力会社の検針方法  遠隔自動検針 

   計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付） 

 ５ 需給地点               

   和歌山県水産試験場内水面試験地構内第一柱気中開閉器電源側接続点 

 ６ 電気工作物の財産分界点   

   需給地点に同じ 

 ７ 保安上の責任分界点      

       需給地点に同じ 

Ⅲ その他    

 １ 力率は、コンデンサを設置し、契約期間中１００％を保持する予定。 

 ２ 非常用自家発電設備２２５ｋＶＡ×１台を有している。 

 ３ 料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

（１）契約電力及び最大需要電力の単位は、１ｋＷとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

（２）使用電力量の単位は、１ｋＷｈとし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（３）力率の単位は、１%とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

（４）料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨

てる。 

 ４ 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他の供給条件につ

いては、当該地域を管轄した一般電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特

別高圧・高圧）（２０２４年４月１日実施）、高圧電力ＡＳ（主契約料金表）（２０２４年４月

１日実施）による。 

  ５ 燃料費調整額及び市場価格調整額の算定は、公告の日に実施されている当該地域を管轄した一般
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電気事業者であった小売電気事業者が定める電気供給条件（特別高圧・高圧）（２０２４年４月１

日実施）を契約終了日まで用いること。 

 


